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要約 

・高齢心不全（HF）患者を対象に、COVID-19 による外来心臓リハ（CR）の

中断とその後の再開によるフレイル、身体機能、身体活動（PA）レベルの

軌跡を調査した。 

・緊急事態宣言（SE）の間に外来CR を中断し、SE 後に外来CR を再開し

た 15 名の高齢HF 患者を対象とした。 

・フレイルの指標は Kihon checklist (KCL)、身体機能は short physical 

performance battery (SPPB)、PA レベルは Life space assessment (LSA)を調

査した。 

・SE 後の KCL は、SE 前よりも有意に高かったが（P = 0.03）、SE 後と CR

再開3 カ月後の KCL には有意な差はなかった。 

・SPPB と LSA は、SE 前と SE 後で有意な変化はなかった。 

・SE 後から CR 再開3 カ月後までの LSA の変化は、KCL の変化と相関

する傾向があった（r= –0.71, P=0.11）。 

・COVID-19 により外来CR が中断された高齢HF 患者は、フレイルが悪

化することが示された。また、CR 再開後3 カ月経過しても、フレイルの有

意な改善を認めなかった。  


